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８ 月 教 育 委 員 会 会 議 会 議 録 
 
          日時：令和３年８月２４日  午後２時 

          場所：山口県教育庁教育委員会室                  
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 それでは、ただいまより令和３年８月の教育委員会会議を開催いた
します。 
 最初に本日の署名委員の指名を行います。 
 佐野委員と小崎委員、よろしくお願いします。 
 
 それでは本日の議題の審議に入る前に、審議の公開の可否について
決定したいと思います。本日の議題のうち、議案第３号、議案第４
号、協議事項１、協議事項２の４つについては、教育行政の公正又は
円滑な運営に支障を生じるおそれがあることから、「地方教育行政の
組織及び運営に関する法律第１４条第７項」の規定に基づき、非公開

とすることが望ましいと考えますが、いかがでしょうか。 
 
承認 

 

 それでは、議案第３号、議案第４号、協議事項１、協議事項２の４
つについては非公開で審議することといたします。 
それでは、議案の審議に入りたいと思います。 
議案第１号について、教育政策課から説明をお願いします。 

 
議案第１号 山口県教育委員会表彰規則による表彰について、御説

明いたします。議案書の、３ページを御覧ください。 
７月２０日に山口市立徳佐小学校の加納豊彦教頭が御逝去されまし

た。これに伴いまして、表彰規則による「永年その職務に精励した
者」であるとして、山口市教育委員会から教育功労者表彰の内申がご
ざいました。 
死亡退職に伴う表彰に係る永年精勤者は勤務年数が２０年以上の者

となっておりまして、内申の状況と併せまして、表彰の基準を満たす
ものでございました。 
 急な退職に対応し、これまでの御功績に報いるためにも、速やかに
表彰する必要がございましたことから、「教育長に対する事務の委任
等に関する規則」第４条第１項の規定に基づき、教育長が臨時に代理
して、７月２０日付けで加納豊彦教頭を表彰いたしましたので、御報
告し、承認をいただきたく、お諮り申し上げます。 
 

ただいま教育政策課から議案第１号について説明がありましたが、
意見、質問等がありましたらお願い致します。 
 
 議案第１号について、承認することとしてよろしいですか。 
 
 承認 
 
議案第１号を承認いたします。 
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つづいて、議案第２号について、教育政策課から説明をお願いしま

す。 

 
 議案第２号「令和３年度の山口県教育委員会の点検・評価」につい
て御説明します。議案の４ページ以降の概要版により御説明します。 
 この点検・評価の目的は、「１根拠」にありますように、地方教育
行政の組織及び運営に関する法律第２６条の規定に基づき実施するも
ので、教育委員会は、毎年その権限に属する事務の管理及び執行の状
況について、教育に関し学識経験を有するものの知見の活用を図りな
がら点検・評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提
出、公表することになっています。この点検・評価については、本日
の教育委員会会議で御審議いただいた上で、９月定例県議会に報告
し、その後公表することとしております。「２点検・評価の対象」で
すが、大きく２つで、「山口県教育委員会の活動状況」と「事務事業

の実施状況」としています。 
 はじめに、「３ 教育委員会の活動状況に係る点検・評価」につい
てです。教育委員会会議の開催状況や、意見交換、県内視察への出席
など、１年間の活動状況を記載しています。委員皆様の活動ですの

で、説明は省略させていただきますが、４ページの最後にあります評
価結果を御覧ください。昨年度は、「山口県新たな時代の人づくり推
進方針」の策定や、「令和２年度の重点的な取組に対する対応」、新
年度の「重点取組方針」等について、総合教育会議において知事と教
育長及び教育委員で協議を行いました。また、新型コロナウイルス感
染症拡大防止に関する方針や、乳幼児の育ちと学び支援センターの設
立、ＩＣＴ教育環境の整備等に向けた協議を行うなど、教育行政の推
進に取り組んだとしております。教育委員会の活動状況については以

上です。 
 続いて、２つめの柱、「事務事業の実施状況に係る点検・評価」で
す。５ページを御覧ください。 
 「（１）の点検・評価の方法」につきましては、山口県教育振興基
本計画の２９の施策と、７つの緊急・重点プロジェクトについて、そ
れぞれ同様の評価基準により、取組と指標により、事業を所管する課
・室において自己評価を行っております。５ページの最後、（２）の
とおり、こうした点検・評価の結果を、今後の取組内容の見直しや改
善、次年度の予算編成等に反映させていくこととしているところで
す。 
 次に、６ページを御覧ください。２９の施策について、評価結果を
一覧にまとめたものです。施策については前回の評価から変わった項

目を網掛けしています。「１キャリア教育の推進」１施策が「概ね順
調」から「課題あり」に、「３グローバルに活躍し、イノベーション
を担う人材の育成」と「６学校における人権教育の推進」、「15家庭
教育支援の充実」、「18地域社会における人権教育の推進」、「20文
化にふれあい親しむ環境づくりの推進」の５施策が「順調」から「概
ね順調」に、「４進路指導の充実」と「22教育施設・設備の整備、教
育環境の向上」、「25教職員の資質能力の向上」の３施策が「概ね順
調」から「順調」と向上しております。今回、「課題あり」との結果
になった「１キャリア教育の推進」においては、新型コロナウイルス
感染症の影響で、予定していた行事等を実施することができなかった
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ことにより、評価結果が後退する結果となりました。 
 つづいて、緊急・重点プロジェクトの評価結果についてです。７、
８ページを御覧ください。 

 ４項目が「順調」、３項目が「一部に課題はあるが概ね順調」とな
っています。時間の関係もありますので、「一部に課題はあるが概ね
順調」となったプロジェクトについて説明します。 
 「２教育を通じた「ふるさと山口」創生プロジェクト」では、１人
１台タブレット等のＩＣＴの様々なツールを積極的に活用し、県内企
業の魅力やよさについて理解を深めるなど、将来の地域産業を支える
人材の育成に向けた取組を実施してまいります。 
 次に、８ページの、「４豊かな心・健やかな体育成プロジェクト」
では、児童生徒の主体的活動や、開発的・予防的生徒指導を通じた心
を育てる教育の推進や、朝食摂取率の増に向け、地域連携教育の仕組
みを生かし、地域の食生活改善推進委員による食生活に係る指導等、
家庭を巻き込んだ取組を実施していきたいと考えています。 

 次に、「５魅力ある学校づくりプロジェクト」では、今後は、県立
高校の再編整備の計画的な実行や中学生への広報、「通級による指
導」の更なる充実を図ること。また、児童生徒１人１台タブレット端
末の整備や構内通信ネットワークの高速化など、令和２年度に整備し

たＩＣＴ環境を効果的に活用し、子どもたちの可能性を広げる「やま
ぐちスマートスクール構想」を推進してまいります。 
次に、９ページを御覧ください。 

 令和２年度の点検・評価においては、新型コロナウイルス感染症の
影響により、各種行事や研修会等を予定通り実施できなかったことな
どから、評価が後退するという状況も見受けられました。一方、令和
２年度は、計画にはない、緊急的な対策などに取り組んだことから、
主な対応をとりまとめております。１の感染防止対策では、「学校に

おける新型コロナウイルス感染症対応ガイドライン」の策定をはじ
め、２の学習支援では、１人１台タブレット端末の整備をはじめとす
るＩＣＴ環境の整備を進めました。３のその他として、各種大会が中
止となったことに対応して「メモリアルカップ」等の開催などを行っ
ているところです。 
 最後に、１０ページと１１ページには、教育振興基本計画に設定し
ている５１の推進指標の進捗状況を一覧で整理しており、それぞれの
評価結果と各指標の備考欄には、進捗状況等を記載しています。指標
の評価結果は、５項目が「達成」の星３つ、２７項目が「横ばい」の
星２つ、１９項目が「後退」の星１つとなっています。 
 事務事業の実施状況の説明は以上です。 
 なお、最初に御説明しましたが、点検・評価を行うに際し、学識経

験者の知見の活用を図ることとなっていることから、８月４日に「山
口県教育振興推進会議」を開催し、意見聴取を行いました。教育委員
会の活動状況については、現場視察等の充実や乳幼児の育ちと学び支
援センターの設置への期待などの御意見をいただきました。また、事
務事業の実施状況については、地域連携教育の充実やスクールカウン
セラーなど相談支援体制の充実、幼児期における取組の充実、来年度
から始まる高校の教科「情報Ⅰ」への対応など、様々な御意見をいた
だいたところです。 
 議案第２号の説明は以上です。御審議のほど、よろしくお願いいた
します。 
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ただいま教育政策課から議案第２号について説明がありましたが、

意見、質問等がありましたらお願い致します。 

 
 点検報告書案を一覧で見ると、コロナの影響でできなかったことが
たくさんあるんだと感じます。そのような中、取組は頑張っておられ
るんですけれども、なかなか成果となる指標に繋がってないところが
一つ星という形で見えてきています。このような状況が長期化するこ
とが予想されますので、コロナ禍でも実施できる手法やアプローチを
考えてみるというのも必要ではないかと感じております。それと５９
ページの⑤のところですが、読書が好きと感じている生徒の割合で中
学校の割合が７５．２％から６８．５％と比率が急激に落ちていると
いうのが心配されます。やはり文字情報に親しむ、そういう興味が低
くなっているのであれば、これは問題だと思います。現在、情報を得
る手段は増えておりますが、しっかりと作られた文字情報を読むとい

うことは、精度が高く裏付けされた情報を読み取る重要な手段だと思
いますので、そういう読み解く力を身につけるための努力は低下させ
ないことが重要ではないかと感じております。それと人権教育がなか
なか実施できなかったというところなんですが、一般社会でも集まっ

ての人権教育がなかなかできない状況です。実際それをやったからと
いって、目に見える影響が顕著に出るものではないですけれども、地
道に対応することが将来の人権意識をもつことに繋がると思いますの
で、優先順位をあまり下げないように取り組んでいただきたいと思い
ます。それといじめについては、どんな理由があってもいけないこと
だと教えるのは難しいところですが、そういった情報や体験的なこと
に接する機会も必要だと思いますので、それも目に見える顕著な成果
が分かりにくい部分ですけれども、諦めずにじっくりと取り組んでい

ただきたいと思っております。不登校、暴力についても同じことが言
えるのではないかと思います。それと肥満傾向児が増えています。特
に小学校男子２０１７年の６．０６％が１８．７６％にかなり上がっ
ています。コロナの影響もあると思うんですけれども、子どもさん方
の不規則な生活というのが影響しているのではないかと思いますの
で、その辺り何か対応ができればなと感じております。 
 
 中学生の読書の件でございます。調査を行った時期が違うというこ
ともひょっとしたらあるかも分かりませんが、今回コロナ禍でボラン
ティアの活動等が規制されたり、学校図書館の活動が規制されたりし
たことがありました。ただ今回も、図書指導員等の研修会をＺｏｏｍ
等で行うなど、コロナ禍でもできることを実践しておりますので、引

き続き指導して参りたいと考えております。 
 
 昨年度はコロナの関係で研修会を中止したり縮小したりということ
で、指標の方が研修会の回数であるとか参加者数としておりますから
後退という形で示しておりますけれども、資料等は配布して後退のな
いようにしております。今年度は必ず研修会等を実施する方向でオン
ラインとかオンデマンド配信の方でしっかりやっていきたいと思いま
す。 
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 いじめを含む不登校につきましては、現時点でそのコロナの影響が
顕著にすぐ表れている訳ではございませんけれども、先ほどお話があ

ったように見えない影響がある可能性がありますので、今後注視して
いきたいと思っております。中でも特に肥満傾向についてですが、こ
れは確実に運動量が減っているということと、もう一つは、家での生
活する時間がかなり不規則になってきて、夜遅くまでゲームをしてい
るなどの影響もあって、身体に影響が出ているというところはあると
思います。今は、コロナ禍の中で生徒たちに自由にさせてあげたいと
いっても、なかなか十分できません。ですがこれについても、発散で
きたり運動できたりする環境をできるだけ確保していきたいと考えて
おります。 
 
 全体的なことでございます。コロナ禍ということでなかなか達成で
きないというのがある中では、一番目のキャリア教育の推進だけが課

題ありで、その他は概ね順調以上ということです。令和３年度に入り
まして、ほぼ半分が過ぎたんですが、コロナ禍の中で試行錯誤しなが
ら、昨年度と違う対策をやっているということを聞いて安心しまし
た。コロナは当分無くなる訳はなく、その中で目標値というのが決ま

っているんですが、それを達成するために今年はどんなことをされる
のか聞きたかったんですが、お話を聞きましていろいろ工夫されてい
ることに感心しました。引続き観点を変えながら、やり方を変えなが
ら、コロナ禍の中にありますが残り半年しっかりお願いしたいと思い
ます。 
 
 私も施策の５番の読書活動の推進については、力を入れてやってい
ただきたいと思っています。大人が子どもに対して絵本や本等を読み

聞かせることは、すごく大事だったと今になって思いました。中学生
や高校生になってから読む習慣をつけるのは本当に難しいと思うの
で、小さい時から本に触れ合う機会や、自分で読むだけではなく大人
に読んでもらう機会等をどんどん増やしていって欲しいと思います。
施策の１２番のところに幼児期における取組の充実とあるんですが、
今年度開設された乳幼児の育ちと学び支援センターが今どういう状況
で進んでいるのかをお聞きしたかったんですが、その施策と共同で幼
稚園の時に子供達がたくさんの本に触れ合う機会を作っていただきた
いと思います。５番と１２番を連動させて進めていくような活動があ
ってもいいのかと思いました。もう一つは施策の１４番の地域連携教
育の充実と緊急重点プロジェクトの１番についてです。ここが順調と
なっているんですが、私としては少しびっくりしました。昨年に関し

てはコロナ禍の真っ只中ということで、私も、私の周りの方もほとん
ど具体的な活動はできていません。会議等もほとんど無かったので、
学校との話し合いや連携等もあまり取れてない状態でした。今年度に
入ってようやく学校運営協議会等も行なわれているんですが、またコ
ロナのデルタ株の対応になってしまったので、いつもはあった学校運
営協議会が全部なくなってしまった状況です。年に数回しかない学校
運営協議会なので、それが一回でも無くなってしまうと、本当に地域
の人間と学校のつながりがどんどん薄くなっていってしまいます。会
議が無くなったというのもあるので、こちら側から学校に行くのもど
うかというのがあり、なかなか情報が入ってこない状況です。そうい
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う面で地域と学校とのつながりが薄いんじゃないかと、私の中では順
調ではないなと感じております。このコロナ禍がすぐになくなるとは
思えないので、そういう状況に良い意味で慣れていかないといけない

と思うんですが、何ができるのかということは、それはやはりコミュ
ニケーションを取らないとできないことなので、何とかしてそういう
機会がもてればいいと思うんですが、今の段階ではまだあまりできて
いません。地域教育ネットの方も進んでいない状況です。 
 
 先程の乳幼児の育ちと学び支援センターの件につきまして、そこの
指導主事が小学校を訪問し、幼稚園との接続について指導したり、ス
タートカリキュラムの実施状況について指導したりしておりまして、
このセンターが立ち上がったことにより前進したことがかなりあると
いう認識をもっております。その中で図書の読み聞かせ等について
も、今後指導の中に含めるようにいたしまして、数値についても改善
できるように努力してまいりたいと思います。 

 
 県立図書館に子ども読書支援センターというものを設置していま
す。そちらの方でいわゆるブックスタートであるとか、そういう取組
もしておりますし、義務教育課長から説明がございました通り、乳幼

児の育ちと学び支援センターを設置しておりますので、そちらの方と
も今後連携していろいろな取組をやっていきたいと考えています。 
 
 地域連携教育の取組についてですけれども、おっしゃられるように
各学校の取組については、やはりコロナの影響というのは大変大き
く、当初予定されていた各行事や取組が思うように進まなかったとい
う話も聞いています。そんな中でも昨年四月に公立の高等学校も含め
て、コミュニティ・スクールが１００％になりまして、それぞれの学

校に県の教育委員会と市町の教育委員会が協力して、伴走体制を整え
る中で、前半いろいろ行えなかった、中止せざるを得なかった研修会
や行事が、後半にかけてはオンラインによる開催という形で実施でき
るようになってきました。今年度は今のところ中止することなく、そ
ういった学校を支える様々な県としての取組が順調に行なえていると
いうところで御理解いただけたらと思っております。引き続き頑張っ
て参りたいと思います。 
 
 一点教えていただきたいんですけど、６ページの２５番に教職員の
資質能力の向上とあって、順調となっています。やまぐち総合教育支
援センターで行う教職員の研修などが、軒並み中止になっていると思
うんですが、そういう状況で順調とされていることについてお聞かせ

いただければと思います。 
 
 議案第２号の別冊資料の４１ページ・４２ページの方を御覧くださ
い。この点検・評価の結果になるには、それぞれの項目、取組名等が
ございまして、それに対する評価ということで、それを合計した結果
で、数値的にやっておるものでございます。確かにコロナの影響でセ
ンターでの集合研修ができなかったり、オンラインで実施したりなど
はございました。それぞれ一つひとつについての取り組んだ内容につ
いて、実際それがどこまで教職員の資質能力の向上につながったの
か、具体的な数字との結果についてはまだ明確ではないんですけれど
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も、そういった取組については一応行えたということでの評価となっ
ております。そういった指標についての評価を総合した結果として順
調だったということでございます。ですからセンターの研修が全部で

きたかというと、そこはできなかったところもあります。今年度にお
いても、コロナの影響で集合研修をやめてオンラインで行うなどの工
夫をしながら、しっかりと研修を行っていきたいと思っております。 
 
 他の委員さんも言われたように、肥満傾向児の出現率がかなりの数
字になっていると見受けられますので、コロナ対策等に盛り込んで取
り組んでいただければと思います。それと英検なんですけど、過去の
2017年と比較して令和二年の数値が伸びているんですがこの辺何か対
策をしてきた成果なのかどうか教えていただけますでしょうか。 
 
 英語につきましては、英語教育の推進教員等を各学校に配置し、そ
れぞれの学校で専門的な指導をする立場の教員、あるいはそれぞれの

学校を巡回指導していく教員等を配置してきております。その成果が
徐々に表れてきているのではないかと思っております。 
 
 高等学校の資格取得に対する意欲は年々高まっていると思います。

強制しているわけではありませんが、実際にイングリッシュの授業を
高等学校でどんどんやっていったり、英会話の機会を増やしているよ
うに見えます。実際うちの指導主事が行った時もそういう指導はして
いますので、英語を使うようになったら今度はそれを資格に結びつけ
るというところにも繋がるのかなという思いはしています。 
 
 先程、肥満の話がございましたけれども、現在、感染症対策として
ＰＣＲ検査を県外に行った場合とか、あるいはレベルに応じて県内で

もということで実施をし、教育活動が安心安全なものになるようにと
いうことで取り組んでおります。これはまだ引き続き行っていきます
ので今後の状況を見ながら対応していきたいと思います。 
 
 新型コロナ対策ということで、これまでは要望してもつかなかった
予算がたくさんついて、様々な設備とか体制が整ってきていると思い
ます。それらを本当無駄にしないように使って進めていただきたいと
思っています。よろしくお願いします。 
 
 議案第２号について、承認することとしてよろしいですか。 
 
 承認 

 
議案第２号を承認いたします。 

 続いて、報告事項に入ります。 
報告事項１について、教職員課から説明をお願いします。 

 
 資料１３ページを御覧ください。 
 ８月２日に実施要項を発表しました「山口県立学校職員採用候補者
選考試験」についてご報告いたします。事前に実施要項をお渡しして
おりますが、ここでは概要を示した１３ページで説明させていただき
ます。 
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 まず、１ の表の一番右側の「職務の概要」の欄を御覧ください。
実習助手は、県立高等学校等において実験実習等を行う際に、教諭の
職務を助けることを主な職務としており、寄宿舎指導員は、特別支援

学校の寄宿舎において、児童生徒の日常生活上の世話や生活指導を行
います。 
 左側から二番目の「選考区分」の欄を御覧ください。実習助手につ
いては、一般選考と、障害者を対象とした選考を実施し、それぞれ、
普通教科、工業４区分、水産１区分を［志願区分］としています。 
 その右の「採用見込者数」を御覧ください。実習助手については一
般選考８人程度、障害者を対象とした選考を１人程度の計９人程度と
しています。内訳は表の通りです。また、寄宿舎指導員は１人程度を
見込んでいます。 
 次に「２ 受験資格」についてですが、年齢は来年４月１日時点
で、１８歳から４９歳の方を対象としています。 
 ３の志願書類等の受付は、８月２３日（月）から９月１０日（金）

までの間で行い、４の試験については、１０月２４日（日）に山口県
セミナーパークで実施します。 
 「５ 試験の内容」は、普通教科の実習助手と寄宿舎指導員につい
ては、教養試験・小論文・面接・適性検査を行い、工業・水産の実習

助手については、教養試験・専門教科試験・面接・適性検査を行いま
す。 
 これらの試験結果等をもとに、総合的に判断しながら人物を重視し
た選考を行い、「６の（１）」のとおり、１１月２６日（金）に「採
用候補者名簿登載予定者」を発表することとしています。 
 以上、報告させていただきます。 
 
ただいま教職員課から報告事項１について説明がありましたが、意

見、質問等がありましたらお願い致します。 
 
それでは、報告事項１については、以上のとおりとします。 

 続いて、報告事項２について、高校教育課から説明をお願いしま
す。 
 
８月１０日に開催いたしました「令和３年度第３回県立高校将来構

想検討協議会」の協議概要について御説明いたします。教育委員の皆
様には、先日、協議の概要まとめと当日の会議資料等をお送りしたと
ころです。 
 資料１４ページを御覧ください。 
まず、２の協議の概要についてです。（１）ですが、資料をもとに

生徒・保護者及び山口県企業を対象としたアンケート結果について、
シンクタンクが説明した後、御協議いただきました。（２）ですが、
資料をもとに特色ある学校づくりの考え方や方向性について、シンク
タンクと事務局が説明した後、御協議いただきました。（３）です
が、資料をもとに再編整備の必要性、望ましい学校規模等について、
シンクタンクと事務局が説明した後、御協議いただきました。 
 ３に委員からの御意見をお示ししています。（１）については１番
目、２番目の○にありますように、「ある程度の学校規模は必要であ
る」、「企業アンケートの結果を見ると、工業系、商業系の学校をも
っと充実していくべきだというとらえ方ができる」などの御意見をい
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ただきました。（２）については１番目、２番目の○にありますよう
に、「学校・学科を越えた連携というキーワードは大切である」、
「大学等への進学指導を拠点となって進める学校を配置することは必

要である」などの御意見をいただきました。（３）については１番
目、２番目の○にありますように、「再編整備を検討するに当たり、
主役は生徒であるということを大切にしてほしい」、「少子化の進行
に遅れることなく再編整備を計画的に進め、県内にバランスよく配置
してほしい」などの御意見をいただきました。 
 また、いただいた御意見も踏まえながら、次期将来構想のたたき台
を事務局がまとめることで御了解をいただきました。次回９月３０日
に実施予定の検討協議会では、次期将来構想のたたき台について御協
議いただく予定としております。 
 以上でございます。 
 
ただいま高校教育課から報告事項２について説明がありましたが、

意見、質問等がありましたらお願い致します。 
 
 頂いたアンケートや資料を読ませていただきまして、結構具体的に
入学者数の減少を地図の上で見させていただくと、教室数というのが

見込まれる入学者数に比べてこんなに多くて、今から結構厳しい数字
が出てくるというのが感じられました。このままの状態だと委員さん
の御指摘のように、ある程度の規模が必要なのかと感じています。そ
のまま放置して入学者の志望動機の減退に繋がるようになると、地元
で子どもたちの受け皿になる学校の力が低下し、これが高校にまで波
及してくると、とても心配です。ただ競争的な成長を望まない高校生
さんもいらっしゃいますので、高校の配置をバランスよく考えていた
だけたらと思います。学力上昇志向をお持ちの高校生さんはどんどん

引っ張り上げていくような方向性や、競争的な部分をあまり強調しな
くても生徒の社会性などを中心に育むような社会に通用する力を身に
つける方向性や、地元企業の戦力として専門的な対応が可能なそんな
力を育成する専門的に特化した方向性など、いろいろな方向性をもた
せていったら、それで全体的にバランスが取れれば子どもさんや家庭
が期待する地域から要望される、そういう教育の場を用意できないか
と感じております。教育手法もいろいろあると思いますけれども、い
ろいろなやり方を検討されて、資料見ましたらいろいろな地域の高校
を調査されているみたいなので、そういうのを参考にされて、方向性
を出していかれたらいいと思います。一つ気になっているのが、山口
県は探究科をいくつか設置しておられるんですけど、ここのところ探
究科の希望者が少なくなってきていて、山口県は探究科はなかなか定

着しない環境があるのかと個人的に思っています。ただアンケートの
内容とか、先日頂いた資料で探究科の特集を見ていたら、探究的な方
って意外と個人的に探究的な学習を好まれていらっしゃって、そうい
う思考をしているお子さんもいらっしゃるんだなと思いまして、それ
も考えるとしっかり探究的な思考を学んで次の進学をされることで、
この子たちの将来が楽しみだなと感じています。まだ探究科が設置さ
れてそんなに何年も経っていないんですけれども、卒業した後この子
たちがどう育っていくのか気になりました。もう少し探究について深
くとらえてＰＲする必要があると感じております。私が最初に探究と
いうのを意識したのは、京都の堀川高校が堀川の奇跡と注目されて、
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今も検索したらすぐに出てくるんですけど、そういうのを見てると、
大学に入るための学校ではなく、卒業後も光る生徒を育てる学校にし
たいという教頭先生のお話なども載っていて、そういったところをも

う少し深く掘り進めると、大学行った後の成長がすごく期待できる生
徒さんが増えてくるんじゃないかと思います。その辺もう少し梃入れ
できないかと感じました。 
 
 大変貴重な御意見いただきました。ありがとうございました。前半
の将来構想に関する御意見については、また参考にさせていただこう
と思います。後半の探究科の関係ですけど探究科も、今まさに探究的
な活動でいろいろな知識や技能を増やしていくという取組がまさに新
しい教育で、学習指導要領でも求められていますし、それを学習指導
要領が変わる前からうちはやっています。これが何に繋がるかという
と自ら学ぶ力に繋がって、それは高校だけではなくて大学に行っても
役に立つし、次に社会に出ていった時も自分で動いて仕事を探すと

か、自分のことにも繋がるので非常に貴重な体験を高校生時代にする
ことになると思っています。先程おっしゃられました、卒業後どうな
っているかというのは、我々も非常に興味があります。まだ２期生ま
でしか出ておりませんので、しっかりした追跡調査ができていません

が、その辺りも分かるような調査をしていこうと思っております。Ｐ
Ｒの件に関しましては、これまでは学校が主に自分の学校の紹介とい
うことでいろいろな中学校を回ってＰＲをしてもらっていたんです
が、今年度は、萩と宇部と下関西にあるので、その３つの地域の中学
校の進路説明会に、県教委の方が出向いて行って探究科のＰＲをさせ
もらう時間をいただきました。そして学校と県教委が一体となって今
後もしっかりＰＲしていこうと思います。 
 

 宇部高校におりましたので、体験的なことも含めてお話したいと思
います。一つは意欲がある生徒が探究科に来るという傾向は強いと思
います。それから学習の悩みについて、高校教育課長も申し上げまし
たけれども、やはり時代を先取りするというか、例えば文系・理系に
こだわらず、いろいろな分野を横断的に学んでいきます。またグルー
プを作っても、文系の子もいれば理系の子もおり多様な他者と交わり
ます。スーパーサイエンスハイスクールもやっていますが、宇部高校
の場合は大学の先生等と接する機会が多くなりますし、それから市の
方との連携というのもその研究活動の中でやっていきますので、学校
の外に出て学んでいくチャンスをたくさん与えてもらっていると思い
ます。近年では萩高校も探究科がありますが、御案内の通り学校が元
気になっていく様子がテレビや新聞などを通して伝わってきます。や

はり志願者倍率の確保というところが大事だということで、先ほど高
校教育課も今やっている取組を紹介しましたけれども、学校の方とし
ては意欲をもって来ていただいた生徒をどうやって育てるかというこ
とを下関西高校も含めて一生懸命やっているところです。追跡調査を
当然学校の方で色々すると思いますけれども、成果が出てくるまでし
ばらく時間がかかると思っています。 
 
 徐々にではありますが成果は出てき始めているのではないかと思っ
ています。 
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 委員さんの意見の中で先ほど言われていましたけど、主役は生徒で
あるというところですね。今の高校生たちが学校で何を学んで何を思

っているのか、今の高校をどうしたいとかそういう生の声を聞いてい
ただいて、これからのことに生かしていただきたいと考えています。
あと高校の魅力化というのは、教師の魅力化でもあると思います。教
員数が少ないというのもあるんでしょうけれども、やはり先生の資質
向上ですね。それも同じようにやっていただきたいと思います。名物
先生が居ても良いと思うんです。あの高校にはこの先生がいる。あの
先生の授業を受けてみたいとか、何かそういうのが一つあっても良い
のか思いました。 
 
それでは、報告事項２については、以上のとおりとします。 

 次に、次回の教育委員会会議の日程について、教育政策課から説明
をお願います。 

 
次回の教育委員会会議は、令和３年９月６日（月） 
午後２時を予定しております。よろしくお願いします。 
 

 


